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1.は じめに

2008年 は中華 人民共和 国に と り、世 界オ リンピック大会の主催及 び成功裏 に終 えた記念

的な年であ る と同時 に、食品製造管理問題か ら少 数民 族問題、言論統制 や杜撰 な法整備 な

どが世 界規模 で顕在化 した動揺 の一 年で もあ った。 隣国 であ る 日本 は、2005年 ワール ド

カップ以降 中国か ら繰 り返 し表明 され た強烈 な反 日感情 の反動 もあ り、1月 の中国製冷凍

鮫子薬物混入事件 ～3月 のチベ ッ ト暴動 に対す る解 放軍 と警察の武力鎮圧 とそれに伴 う報

道規制～4月 以降頻 発 した聖火 リレー妨害 と、漢族 とチベ ッ ト擁護派 との紛糾 ～5月 に起

きた四川大地震 に対す る当局の遅 々 とした対応 ～6月 の華南地方 の大水 害～7月 、オ リン

ピック開催会場附近 の住民 に対 す る不 当な退去 命令～8月 、大 会開会直後に起 きた外国 人

観光客殺傷 事件 ～五 輪終了 後の10月 、大手 会社乳製 品の薬物 混入事件 、 と中国 の負 の側

面 を多 く報道 し、中国に対 す る批判的 見解 を打 ち出 した。そ の影響下 にあ って、中国語 を

選択履 修す る大 学生 た ちが 巾国 に持 つ イ メー ジ もまた大 き く悪化 した。08年 度前期 開始

の頃 に、本学 の一学部 で行な った授業 内ア ンケー ト 「中国 に対 し如何 なる イメー ジを抱 く

か?」 に対す る学生 の回答 には、「チベ ッ ト問題 を解 決せず にオ リ ンピックを開催 す る と

必ず暴動が起 こるだろ う」、「スポー ツの祭典 であ るオ リンピックに、なぜ 政治問題や民族

問題が ゴチ ャゴチ ャと入 って くるのか?」 、「国内問題 を解決す る までは五輪開催 は時期 尚

早 だ」、「TVメ デ ィアで事 実 を隠蔽 して も、 インター ネ ッ トな どの情 報網でバ レるので無

意味 だ」、「身勝手 な国で好 きに なれ ない」「民族 問題 を数十 年 も放置 してい た中国は汚 く

卑劣 だ」 な ど、辛辣 な意 見が 多 く見 られた。

「聖火 リ レー妨害 行動 が あ った なんて先 生 か ら聞い て は じめ て知 っ た」 とい う回答 も

あったが 、それが ご く少数で あるこ とにむ しろ驚か された、、大 多数の学生が 、中国へ の印

象 を旺 めるに充分 な情報量 とそれに伴 う 「映像」 に常 に触 れていた、逆か ら言 えば、 日本

の報道 、 と りわけTVメ デ ィアが批判 的観点 を内包 させ て放 映す る 「映像」が 、常 に彼 ら

の眼前 に反復 されるこ とに よ り、彼 らはそれ を物 差 しと して 中国 を見るこ とになった。

しか しそれは偏 向 した見方 と言 わ ざるをえない。 中国 とい う国 を全面的 に擁護 す るつ も
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りは筆者 に もないが、彼 ら学生諸君 に中国の 「ことば」 を教 える立場 である以上、少 しで

もニ ュー トラルにあの 国 を捉 え る機 会 を授業 内 に作 れ ない だろ うか 、偏 向 を生 む ものが

「映像」で あるな らば、その 「映像」 でその偏向 を修正で きない ものだ ろうか 、 と真 摯 に

考 えた。以下、2008年 度後期 の中国語担当授 業において語学教育の間隙 を縫 うように実践

した、「映像」 を使用す る中国紹介 の試 みを三点 ほ ど記録 したい と思 う。

2.北 京の街を走 る 五輪 フルマ ラソン映像を用いて

中国語基礎教 科書 には、概 ね巻頭 に中華 人民共和国地図が 用意 されてい るが、時 に北京

市街 地図が載せ られてい る もの もある。留学経験 な どで北京 を知 る者は身近 さを感 じもす

るが、語学授業 実践中で この市街 図 をフル活用す る機会が必 ず しもあ るとはいえない。既

出の紹 介映像教材 は北京市 の著 しい変貌振 りに置い てゆかれる有様であ り、 また、道 を尋

ね る会話練 習 に使 用す る には都 市の規模 が大 きす ぎる。 しか し、2008年 に北京 で オ リン

ピックが開催 され るにあた り、実 際に放送 され た 「映像」 と市街図 とを リンク させ 、その

雰 囲気 を出来る限 り活 き活 きと伝 達す ることはで きないか、 と考 えた。

先 ず用意 したの は、北京 オ リンピックの最終競技 、男子 フルマ ラソ ンのコース を線 で描

き込んだ北京市街地 図 と、その コースが巡 る名所 の写真 を刷 り込 んだプ リン トであ る。名

所 の写真 にはその名称 を書 く括 弧欄 を附 けてお く。写真 を見て場所の名前 、建 造物 の名前

が分か る学生 に回答 させ る と、マ ラソ ンスター ト地 点に位 置す る 「天安 門」 は辛 う じて正

解 が出 るが、それ以外 は答 え られ ない。各名勝 の呼 び名 とその 中国語音 、お よびその場所

が なぜ名所 とされ るか を簡単 に紹介 した後、 ア ンケー トを出 した。「質問:環 状構造 の北

京で は単純 な円で コース を作 ることがで きるのに、五輪 マ ラソ ンコースはなぜ 複雑 に入 り

組 んだ形 に したのか?」 返 って きた70回 答 中、 「科学技術 の発展 な ど、中国の凄い所 を全

世界 に伝 えよ うとした」 な ど、世 界に向 けた中国の宣伝 、 ア ピール 目的であ った とす る も

のが47回 答 と圧倒 的多数 を占めた。他 には、 「暴動 が起 こ りそ うな箇所 を外 した」 などの

治安 を理 由 とす る ものが6回 答、「良 い面 だ けを見せて、貧 しい場所 や醜い場所 を外 国 メ

デ ィアに見せ ない ようにす る」 な ど負 の側面 の隠蔽 とす る ものが5回 答、整 備的理 由 とす

る もの、選手 に走 り易い コース取 りを した とす る ものが共 に2回 答。中 には、 「中国選手

に有利 な条件 を作 り、他国 ランナーをブ ッつぶすため」 とい う中国国内選手の便宜 と見 る

ものが3回 答あ った。

その翌週 の時限に この アンケー トの回答結 果 をプリン トで公表 した(回 答意見 につい て

は無記 名 に した)。 その後 、男 子 フルマ ラソ ンの中継映像(計 約二時 間半)を 凡 そ6分 に
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まとめたDVD映 像 を、名所 の復 習 を口頭で行 いなが ら学生 に向 けて映写 した。早朝七時

ス ター トに もかか わ らず陽光 を否応 な しに照 り返す 長安街 の コンク リー ト打 ち込 み路 面、

一 時間 も経 たない うちに29℃ まで上が る過酷 な気温 。 と りわけ、北 京大学か ら入 り清華大

学へ と抜 けてゆ くコースは、アス ファル ト、 コ ンクリー ト、石畳 に煉瓦作 りの花壇 、 と路

面 の硬 度が 目ま ぐる しく変 わ り、 ランナーか らの視 点で構 想 され た競技環境 でない ことが

歴然 としてい る。 ここには最高学府 であ る北京 ・清華二大 学の存在 を全世 界にア ピールす

る意 図が見え よう。一方で 、コース柵 か ら遠 く隔離 された街頭の応援者 たち、上 空か らの

1府鰍 映像 に映 り込んで しま う、予 定では五輪 まで に完成 してい たはず の建築 中高層 ビル群

な ど、決 して北 京=中 国 を良 く見せ る もの ばか りとは言 えない。生 中継 映像 は、確 か に北

京 の リアル タイムの姿 を世 界に向けて発信 していた。

意外 なのは、中国 きっての最高学府 の中 をラ ンナーに走 らせ る とい うかな り強引 なライ

ン取 りが、上 位 に位置 していた有力選手 を各一 名ず つ レー スか ら脱落 させ 、 また先頭集団

が駆 け引 きを展開す る高潮点 を作 った ことで ある。結 果的 に とはいえ、全世 界 にハ イ レベ

ルな教 育基 盤 を形作 っている ことをアピー ルす る ことが 目的で ある コースが、男子 フルマ

ラソンの大 きな見所 となったのであ る。 因み に、学 生数名が挙 げた 「自国 ランナー に有利

に」 とい う見解 は、 中国選手が 全 く上位 に食 い込 めない とい う結果 で否定 された。 中国側

か ら見 れ ば、世 界マ ラソ ン選手 の レベ ル に対 す る認 識が 充分 で ない、 とい う省察 点 と も

なったであろ う。

この 映像 を観 た後 、再 度学生 に ア ンケー トを とると、「日本で報道 され るほ ど街並 は汚

くなか った」「天壇 公園がす ご く大 きい」「北京大学構 内 に森 や湖が あ った」 「大 陸性気候

の過酷 さが路面 の反射 で分か った」 な ど、少 なか らず北京 とい う都 市の イメージが鑑賞前

よ り現実味 を もって感 じられた こ とを示す 意見が寄せ られた。 また、授業後 にある学生 か

ら 「観客が叫 んでい た`jiay6u"と は何 と言 ってい るのか」 な どとい う質問 を受 けるな ど、

生で聞 こえる中国語 に対す る関心が 開 きつつ ある ことを実感 した次第であ る。
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3.日 中関係史を 「音楽 ・映像」で学ぶ 李香蘭 と 『蘇 州夜曲』

前節 で触 れた ように、 日本の メデ ィア による中国へ の批 判的 な報道 は、中国人民が強烈

な反 日感情 を露わ に したこ とへ の 「返歌」であ る とい う一面 もあ る。 だが 、なぜ 彼 らがあ

れほ どの反 日感情 を持つ に到 ってい るのか、そ こに思 考 を巡 らす地点へ と、我 々日本 人は

立 ち返 らねば なるまい。 そ うした場 合、避 けて通 れないのが 「日中戦争」 とい う史実であ

ろ う。

中国をヴィヴィッドに感じるために 鷲9
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2008年 度 に採 用 したあ る中国語教科書 には、基礎読解練習用 に 「盧溝橋」 と題す る短文

が用意 されていた。その内容 は、「八百年 の歴 史 を持 ち、260mの 橋壁 にそれぞれ形態 の異

なる石獅 子が並ぶ」 との叙述が あるのみであ り、 日中戦争 の火蓋 を切 った場所で ある史実

に言 及 してい ない。おそ らくは意 図的 に避 けてい るのであろ う。 だがその教材が 、例 えば

「紫金城」 や 「願和 園」、「圓明 園」 で はな く、敢 えて 「盧 溝橋」 を挙 げてい る点 には、授

業担 当者 にその史的事 象 を語 る契機 を与 える意味 も隠 されてい るので はないか。

この文章 を復習 している際、あ る学部の学生 たちに 「日中戦争」 は何故起 きたのか、 と

の問い を発 した。す る とある学生 か ら 「"盧溝橋事件"が あ ったか ら」 との回答があった。

その 史的名称 を記憶 している ことは賞賛すべ きだが、その 「盧溝橋事件」が如何 な る 「事

件 」なのか、 と もう一歩踏 み込ん だ問い掛 けに対 しては、学生達 は返答 に窮 していた。 こ

の ように、高等学校教育 までの社 会科の知識 では、歴 史上の単語名称 を知 る ことはで きて

も、その内在や具体的 な様相 に触れ る機会 は殆 どないの である。

中国語 を通 じて、学生 には中国 とい う国を知 る契機 を持 って欲 しい、そのため には嘗て

日本 と中国が宗主 国/従 属国の関係で あった とい う知識 に触 れる作業 が必要 であ るとみ な

す筆者 は、近年様 々な実力派歌 手 によって カバ ー、歌 唱 される オール ド歌謡 「蘇 州夜 曲』

を手掛 か りに、 中国に対 す る 日本の文化 的侵略 について講 義す る機 会 を授 業 内に設 けた。

以下 にその概要 を記 したい。

先ず 、小 田和正 に よる 『蘇州夜 曲』 を聴 く。服 部良一の手 に よる柔和 な メロデ ィに、西

条八十の歌詞が乗 る。

一 .君 が御胸 に 抱かれて聴 くは 夢 の船歌 鳥 の歌

水の蘇州の 花散 る春 を 惜 しむか 柳がすす り泣 く

二 花 を浮かべて 流れ る水の 明 日の行方 は 知 らね ども

水 に映 した 二 人の姿 消 えて くれるな いつ まで も

三.髪 に飾 うか 接吻(く ちづ け)し よか 君が手折 り(た お り)し 桃 の花

涙 ぐむよな 朧(お ぼろ)の 月に 鐘が鳴 ります 寒 山寺

学生 の話 によれば、 カバ ー 曲の存在 に よ り現 在 の大学生 で も耳 にす るメロデ ィだ とい

う。朗 々 と流 れる恋 の歌 に、学生 は好 印象 を抱 いた様子で ある。 この歌 の原 曲は誰が歌 っ

たのか と問い掛 ける と、概ね返答 は無 い。そ こで、テ レビ東京製作 の ドラマ 『李香 蘭』前

篇(2007年)の オー プニ ング場 面 を提 示す る。上戸彩 演 じる李香 蘭が リサ イタルで 『蘇

州夜 曲』 を歌 い、観 衆の熱烈 なる拍手 に包 まれる。それ に継 いで映 し出 され る場面 は、 日

中戦争(第 二 次世 界大 戦)終 結後 の李香 蘭に対 す る 「貴様 は中国人ではないのか?」 「"漢



好"だ ろ う1」 との尋 問の様子 であ る。上 戸の李香 蘭が 中国語 で抗弁す る。「私 は 日本 人

なのです11」 ……

学生 には何 のこ となのか分か らない。彼女が 中国人 なのか 日本 人なのかが何故 問われて

い るのか、 ま して 「漢妊 」 とは何 なの か、そ もそ も、誰 もが知 る上戸彩扮 す る 「李香 蘭」

とは何者 なのか。 これが学生の興味関心 を惹 く大 きな鉤 となろ う。

ここで李香蘭の経歴 を、 レジュメ資料 を用 いなが ら簡単 に解説す る。

1920年2月12日 、中華民 国奉天 省撫 川頁市 に生 まれ る。南満 洲鉄道(株)の 中国語

教師 、山口文雄 の娘 、本名山 口淑子。奉 天市(現:遼 寧 省藩 陽市)で 育 ち、幼い頃か

ら巾国語 に親 しむ。父、文雄 と東北地方 軍政局官僚、李際春 との問に義兄弟関係が結

ば れた こ とか ら、淑子 は李際春 氏 の義理 の娘 とな り、「李香 蘭」 の中 国名 を受 け る。

日本語 と中国語 が堪能 で、声 楽 を習 ってい た ことか ら 「奉 天放送局 」(日 本教 育宣伝

文化活動機関)で 歌手 としてデ ビュー。 日中両 国の歌 を歌 い人気 を博 す。

その 人気 に乗 じ、1938年 「満洲映 画協 会(満 映)」 が彼女 を中国 人女優 として映画デ

ビュー させ る。 日本人の男性 と中国人の女性 の恋愛 を通 じ、 日満親善、五族協 和の宣

伝媒体 に。映画 は ヒッ トしない ものの、彼女 の歌 う主題歌 は広 く人気 を獲 得。

日本で は、その 出生の秘密 ゆえ 「東洋 の歌姫」 と称 され大 人気 を博 す。1940年 代 には

東宝(株)製 作 、満 映製作協 力 の 日本 映画 『白蘭の歌』 『支那 の夜』 『熱砂 の誓 ひ』 に

連続主演(長 谷川一夫 と共演)。1941年2月11日 には 日本 に"来 国"、 日本劇場で 「歌

ふ李 香蘭」 リサ イタル を開 く。そ の熱狂 的 な人気 に、民衆 と警察 隊の 衝突が起 こる

(日劇七周 り半事件)。

"帰 国"後
、李香 蘭 は満洲 か ら上 海へ と活動 基盤 を換 え、上海 で撮 られていた映画

「萬世 流芳』 に飴売 りの娘 と して出演、そ の美声で上 海で も人気 を博す。後 に満映 を

退社 、終戦 間際 の1945年 、上海大光 明大戯 院(GrandTheatre)に て 「夜 来香 ラプソ

デ ィ」公演 、上海 入を魅了。

終戦 後、1946年 に日本 に帰国、Lh口 淑子 として銀幕 に復帰、,池部 良、三船敏郎 らと

共演。 後、ア メリカで は 「シャー リー山口」、香港 では 「李 香蘭」 として銀幕 に復活 、

日本外 交官大 鷹弘 と結婚,、フ ジテ レビ系 「3時 のあなた」司会 な どを経 て 自民党参議

院議 員 となる。1992年 に政 界引退。

この ように経歴 を列挙す る と、李 香蘭の名 を もつ 山口淑子 とい う 口本 人は、戦前 ～戦後

にかけて も順風満帆 な人生 を送 ってい るように感 じられ る,,し か し、満映 の看板女優 であ

る彼女 は 日本 と中国 との相 克に苦 しんでい た。 と りわけ、東宝製作 の 『支那 の夜』 は、彼
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女 を苦 しませ る 日中文化相違 を図 らず も具象す る作 品 となった。筆者 はここまで説明 した

時点 で、 日中戦争終戦 後に李香 蘭が 「漢好」=祖 国反逆者 の罪名 をつ け られる理 由の一つ

ともなった 「支那 の夜』 の、主人公マ ドロス長谷が 中国人女性 の桂蘭 を平手打つ場面 を中

心 とす るダイジェス トを流 し、学生 に鑑賞 させた。

山口淑子 は当時 を次の ように回想 してい る。

(『支那の夜』 は)当 時の世相や時局 を反映 した象徴 的作 品で ある。 とくに私 に とっ

ては、漢好容疑 の罪状 ともな った映画 だけに、無知 な時代の 自分 を見る恥ず か しい思

いのする作品 だが、い ろいろな意味 で思い 出が深 い。(略 、本作 中長谷 川一夫演 じる

主 人公 に殴 られる シー ンで、カー杯殴 られて)そ の平手打 ちの痛 かった こと1眼 か ら

火花が飛び散 るとい うの は本当 だ、 と思い知 った。

(略)戦 後の 日本で は、男 が女 を殴 る こと も一種 の愛情 表現で 、殴 られた女が 男の

強 さや思 いや りに感激 し、改め て愛 に 目覚 める とい う場面 は よく見 うけ られた。 しか

し、それは 日本 人だ けに通 じる表現 だ った。 『支那 の夜』 で 日本 人男性 に殴 られたの

は、李香蘭扮 する中国娘で、そ れを見て問題 に したの は、中国人だった。殴 られ たの

に相手 に惚 れ込んでい くの は、 中国人に とっては二重の屈辱 と映った。そ してその行

動様式 を、侵 略者 対被侵略者 の 日中関係 にお きか えて見 た一般 の中国人観客 は、(略)

日本 人に対 す る日頃の憎悪 と反撲が更 に刺 激 され た。映画 の教 育宣伝 目的 は全 くの逆

効果 で、抗 日意識 をいっそ うあおる結果 となったのである。

(『李香蘭 私 の半生』 より)

この時点 で、李香 蘭演 じる桂 蘭が 長谷 と共 に蘇州 を訪 れ、 『蘇州夜 曲』 を歌 う場面 を映

し出す。する と、本歌詞の 「君」が 口本人であ り、 中国人女性 の心 情が 日本 人男性 に占有

される図式が明確 に浮か び上が って くる。 これが当時 の国策 映画の思想教育作法で あった

が、中国人の思考様式 を知 らない 日本人が撮 る国策映画 は、中国人の感情 を逆撫で したの

であ る。 当時上 海軍報 道部 映画検 察官、辻 久一 は著書 『中華電 影 史話』 で次の ように語

る。

中国人の男女 は、 日本 人の立場 に都合 よ く合 わせ て仕 立て られ た。極端 にい うと人

形の ようであ った。 中国人 を侮 辱す る気持 はまるでな くて も、中国 人の生 きた姿 、端

的にい うとその 「心」 を描 けないため に、 中国人に不快 な印象、嫌悪感 を与 える結果

とな ったのである。

その嫌悪感 が如何 に大 きい もので あったかは、1989年 フジテ レビ開局30周 年記念 ドラ

マ 『さよな ら李香蘭』 のラス ト場 面 に見 るこ とが で きる。李香 蘭 に対す る漢好容疑裁 判が



無罪 で結審 、上 海黄 浦江の港か ら日本 に帰国す る際 、裁判 長が李 香蘭 既 に山口淑子 に

戻 った彼女 に 「あなたが 『支那の夜』 な どの国策映画 に出演 した ことは非常 に残念 だ」 と

告 げる事実(こ れは山口淑子 自伝 に も記 されてい る)は 、李香 蘭の 「利敵行為」 に対す る

大 きな遺憾 と非難の意思が強 く現 れ出ている。

で は、現代 の若者 に とっての 『蘇州夜 曲』 は どうい うものか。あ るイ ンターネ ッ トプ ロ

グには、若い 日本 人女性が以下 の ような経験 をした ことが描かれてい る。

先 日、 とある小 さなパー テ ィーの後、 ウチの近所 に住 んでい るとい う女 の子 に誘 わ

れ て、 カラオケに行 きました。メンバー は(略)、 中国人(若 い男)と 、カナ ダ人(若

い妻帯者)、 アメ リカ人(37歳 バ ツイチ)と バ イ リンガルだ とい う日本 人女性(35

歳)、 そ して 、私。

中国人の子 に 「『蘇州夜 曲』 を歌 お うか な」 と言 った ら笑 ってい たので歌 ったので

すが 、ワ ンコー ラスが終 わるか終 わ らないかの時 、中国人の子 にカラオケを切 られて

しまったので した。「操作 の ミスだ」 と言 ってい たけれ ど、い きな り切 られ て吃驚 し

た し、ち ょっ とした不快 感 を抱 いて しまったの で した。(略)家 に帰 って調べ てみた

ら、 な ん と、中 国で は 『蘇 州夜 曲』 は タブ ーな んです って。 日中戦争 時代 の歌 だか

ら、 とい うのが 理 由だそ うです。(略)私 は反省 しま した。 無知 であ るこ と、それ 自

体が 、誰 かを不愉快 に させ るのだ、 と。

歌 う前 に教 えて くれた らよか ったの に、 とも思い ます。嫌が らせ の気持 ちなど毛頭

ない どころか、 わか っていた ら歌 わ なか ったのだか ら。今 はただ、 自分の無知が恥ず

か しい。

そ して、 さ りげな くカ ラオケ を中止 させ た中国 人の子 の賢 さに、 ち ょっ と脱帽。 い

や、いろいろな意味で、 さみ しい話で はあ ります 。

("「蘇 州夜 曲」 は タブ ー"2006.04.24記 、 プ ログ 『「厭 離 薇土 」 は 「飛翔 」 に非ず』

よ り、http://suwwakai.exblogjp/1902025)

若い 中国人は 『蘇州 夜 曲』 とい う歌謡 が如 何 なる意味 を持 つ ものか を理解 している。そ

れ は中国における 自国 史教育が 、亡 国の危 機 に瀕 した とい う屈辱の足跡 を、人民革 命史 と

セ ッ トで踏 まえてい るか らで ある。 それに対 し、 日本 の歴 史教育 は今 だに中国へ の戦争行

為 を 「侵略」 と記 すか 「進 出」 と記す かの レベ ルで紛糾 してい るだけでな く、その課程進

捗上 、 日本 史教 育は我 々が最 も熟知せ ねば な らない"ご く近 くの歴 史"即 ち第二次世

界大戦 以後の現代 史に殆 ど触 れない まま終 わる場 合が多い。 この知識 の不足 ゆ え、辻久一

が述べ る ように侮辱す る気持 は まるで な くて も、中国人 に不快 な印象 、嫌 悪感 を与 える可
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能性 が、 日本 に住 む中国の 人々が益 々増 える現在 にお いて充 分 にあ り得 るの である。 その

ことを我 々は認識 せねばな らない。

この よ うに講義 す る と、 『蘇 州夜 曲』 に好感 を抱 いた学生 を落胆 させ る可能性 もある。

その折角の感受性 を損 ねないため に も、この楽 曲が やは り普遍 な美 しさを内包す るがゆえ

に小田和正(「 服部良一生誕 百周年記念 トリビュー トアルバ ム」)を は じめ、平 原綾香(ア

ルバ ム 「Odyssey」)、 夏川 りみ(ア ルバ ム 「歌 さが し」)やAnnSally(ア ルバ ム 「Moon

Dance」)な ど多 くの実力歌手 に歌 い継 がれ ている事 実 を示 した。 また逆説 的ではあるが、

(株)サ ン トリーがテ レビCMに 使用 した中国語歌詞 の 日本歌謡 曲 を集めたCD『Chai』 に

は、中国語版 の 『蘇州夜 曲』 まで存在す る。講義 内ではその音源 を使 用 しなかったが、流

麗 な中国語音 声の響 きを学生 に伝 えるため 、以下 の同曲歌詞 を朗読 した。

依倶 在称的杯iE所 着那 卜駐'1般的歌 軽似1欧柔似水{愛 的船歌

花落水 春巳去 迷 人的水 多夢州ロ阿 物柳 也在 力休芙泣 力称「りぐ息

本講義 の最後 には、 この内容 に興味 を抱 いた学生 のため に以下 の書籍 と映像作品 を紹 介

した。

㊤ 山口淑子 ・藤 原作 弥著 「李香 蘭 私の半生』(新 潮文庫1989年12月20日 初刊)

② 山口淑子著 「「李香蘭」 を生 きて(私 の履 歴書)』(日 本経済新聞社2004年12月)

③ 四方 田犬彦編集 「李香蘭 と東 ア ジア』(東 京大学 出版会2001年12月)

④ フジテ レビ開局30周 年記 念 ドラマ 「さよなら李香蘭』(上 ・下篇)(主 演:沢 口靖子 、

1989年12月 放映、 ビデ オ発売 、現在廃盤)

⑤ テ レビ東京特別 ドラマ 『李香 蘭』(満 州篇/上 海篇)(主 演:上 戸 彩 、2007年2月11

～12日 放映 、DVD発 売)

4.改 めて 《山水情》を鑑賞する、並び に開かれた意見交換の場 をつくる

筆者 は以前 よ り、上 海で作 られ た水墨画 アニ メー シ ョン作 品 《山水情 》 を中国語授業の

中で学生 に鑑賞 させ 、その作 品 に対す る質問に答 えさせ る機会 を作 ってい る。嘗てその質

問 に対す る回答 を まとめ考察 した文章 を書 いた ことがあ るが 、以 降7年 来、学生の反応 に

ついて報告 した機 会がないので、 この場 を借 りて今年度の学生 に見 られた特徴 を記 してお

きたい。

水墨画 アニ メー シ ョンとは、1960年 に上海美術 電影制片廠 によ り試行 を繰 り返 し確 立 さ

れた手法 である。 アニ メー シ ョン映像 は、現在 こそ コンピュー ター映像 に よる編 成が可能

となったが 、嘗 ては既 に絵 画済みの透明 セルロ イ ドを背景画 に重 ね合 わせ 、連続撮 影 して
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動作 を組み立ててい た。水墨画 アニ メー シ ョンも恐 ら くは基本的 に同 じ方法 を踏襲 してい

ると考 えられ るが 、水墨画独 自の滲みや ボケを作 り出 しなが ら動作 を付 ける とい う、中国

独 自の技巧 を備 えた ものである。18分 とい う短編 であるため授業進 行の支障にな らず、中

国伝統 楽器であ る古琴 に よる音 楽 と水や風の音響効 果のみで台詞が無 く、中国語基礎 を学

ぶ学生 に も適 している。 また物語 要素が希薄 なため、鑑 賞者の イメージに よって鑑賞様 式

が変化 し、多種 の意見 を得 ることが出来 る。

この 《山水情 》の物 語 を簡単 に説明すれば次の通 りになる。

古 琴 を抱い て旅 を続 ける、隠遁者の よ うな姿 を した老 人男性が 、小笛の演奏 が得意

な子供が船頭 をす る舟 に乗 り川 を渡 る,。岸 に着 くや、老 人は眩蚤 を起 こ して倒れて し

まう。船頭 の子供 は彼 を自分が 住 む小屋 に連 れ帰 り看病 を した。気 が付 い た老 人は、

琴 に興味 を抱 くその子供 に奏 法 を教 える。老 人が小屋 で療養 している問に、その子供

の琴 を弾 く腕 はみ るみる上 達 してい った。 ある 日、親鳥 と小鳥 の空飛 ぶ様 子 を見た老

人は、子供 と共 に舟 に乗 り深 き山 中へ と向か う。彼は 自 らの生 命が果 てる ことを子供

に告 げ、古琴 を託 す。 子供 は老 人の前 に脆 いて恭 しく琴 を受 け取 り、老 人が 山の 中

へ と消 えてい く問、琴 を引 き続け る。堂 々たる演奏 が終 えた時 、その子 供は既 に成長

し、遠 く、老 人の去 って行 った彼方 を見や る。

この作品 に関 して筆者 が着 目す るの は、老 人に付 き添 って暮 らす子供 が意図的か否か に

かか わ らず、極 めて中性的 に描か れてい る とい う点 であ る。 因み に2002年 、本作 が 日本

で紹介 され た際 には邦題 が 『琴 と少年』 とされてお り、筆者 はそれに対 し疑 義 を提起 した

ことがあ る。それ にまつわ り、鑑賞 したあ と学生 に質問す るのは次の三項 目である。

1)登 場人物の子供の性別 を、理 由 もつ けて答え よ。

2)本 作 に託 された メ ッセ ージ とは何か。

3)本 作 《山水情》 に相応 しい邦題 をつ け よ。

この 第一項 目の回答 によ り、学生が 各 々いか に本作 を捉 えたかが明確 とな り、 それ は第

二、第三項 目の回答に影響す る、 とい う仕組 であ る。例年 同 じア ンケー トを学生 に回答 さ

せ る と、第一項 目は三分 の二が 「女 の了・」 と回答す る。今年 について も、4ク ラス総113

名中の76名 がそ の ように答 えた。

どの よ うに男女 の性別 を決定 したか につい て は、2008年 度 の学 生の 回答 も例 年の もの

と傾 向が似 てい る。少数 をなす 「男 の子」 と回答 した代表的 な もの として は、「船頭 を生

業 と してい る」 「倒れ た老 人 を小屋 に独 りで連 れて帰 った」「走 る姿が ガニマ タに見えた」

「琴 を奏で る力 強 さが男性 ら しい」 など、本作 中の子供 の行動 や身体的力量 に着 目してい
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る ものが多い。それに対 して大勢 をなす 「女 の子 」 と回答 した ものは、「髪 や睡毛が長い」

「顔がふ っ くらと してい て女 の子 らしい」「楽器 の触 れ方が女性 らしい」「寒そ うに手 をこ

す る仕草が可愛 い」 な ど、顔の形象特徴や指先 に着眼 したこ とが 明確 に表れる。

今年 度の学生 た ちが極めて真剣 にこの作 品 を鑑 賞 した結果が以下 の数点で判明す る。子

供 の性 別 を決定 す る際 、「舟 を漕 ぐ」 とい う行動 に対 して対照 的 な回答が あ った。「男 の

子」 と答えた学生は 「川の渡 しとい う力作業 」 を理由 とす るが 、同 じ行 為 に対 し 「舟 を漕

ぐ姿 も、力強 く漕 ぐとい うよ り、流 れを受 け流 す ような印象が あ り、女性 的だ」 と見た学

生 が存 在 した。筆者は今 まで、多数 の学生 と幾 度 とな くこの作 品 を鑑 賞 したが、舟 を漕 ぐ

行為 に対 しこれほ ど具体的 に捉 えたこ とはなか ったため に、驚 きをもってその意見 を読 ん

だ。 また、これは3～4年 に一度 の割合 で起 こる現象であ るが、男女 の別 に対 し 「どち ら

とも言 えない」 と答 えた者が一名存 在 した。理 由 は、「この物 語で は、男女の 区別 を決 め

てはな らない と思 う」。本作 に登場す る人物 は 自然 万物 の擬 態化 であ る、男女 を決定 して

は師弟の関係性 に微妙 な狂いが 出る、な どと した過去の学生 の回答に較べ多少言葉足 らず

な感 があるが、 自ら想像 を膨 らませ ようとす る痕跡が見 られ興 味深い。 また、 第一項 目に

「女 の子 」 と回答 し、「同 じ興味 関心 は年齢 を超 えた、 身分不相応 の恋心 を引 き寄せ る」 と

い うテ ーマの捉 え方 をす る学生 が二名(男 子、女子各 一名)い たが、 この現象 は2002年

度以 来で最 も多 い結果 である。

この ように本作 に興 味 を抱 き記 され たア ンケー トの中 に、 やや気 に懸 か る回答が あっ

た。 「男 の子」 と答 えた一学 生 の理 由 に、「こんな に可 愛 い子 が女 の子 で あ る筈 が ない」

(男子学 生)。 「女の子」 と答 えた別の学生の理由 に、「あんなかわいい子が 、男 の子 のわけ

ない じゃないですか」(男 子学生)。 これは各 々別 クラスの学生 が書い た もので、互 いに示

し合 わせたわ けで はない。 しか し正 反対 の回答 を しなが ら、字句 まで酷似 した記述 である

ことに、筆者 は驚 きを感 じた。 と りもなお さず、 この 回答 は登場 人物の子供 の性 別を判 断

する 「理 由」 になっていない。 この記 述 には他者 との議論 を拒 絶す るような、独特 の閉鎖

性 が こめ られている ように感 じられた。

第二節 の北京 フルマ ラ ソンの時 と同様 に、学生か ら受 け取 った アンケ ー トは典型 的な意

見 を選択 して レジュメ化 し、回答者 名 を公表せず次時 限に学 生 に配布 した。 ある対象 に触

れ ることで思考 を促 し、 それを文 章化す るこ とを練習す る と同時 に、 クラスメー トとい う

他 者は同 じ対象 を如何 なる角 度か ら捉 えてい るか を、回答結 果で理解 させ るのである。筆

者 もその結果 を口頭 で読 む際 に、一言二言 コメン トを附ける。学 生た ちは小 テス トの解 答

な どよ りも遥 か に興 味深 く、彼 ら自身 の回等群 に注 目 し、 また筆者 の コ メン トに もヴ ィ



ヴィッ ドに反応する。 このような、講義者～受講者間の交流のみならず、受講者～受講者

という他者の交流 とい う多方向に開かれた意見交換の場が、 目下の大学生には不可欠では

ないかと、瓜二つの表現でありながら正反対の方向を採る回答が、筆者に確信 させたので

ある。
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5.お わ りにかえて

《山水情》 のア ンケー ト結果公表が終 わ った授業後 、ある学生 が質問 に来 た。 「さっ きの

答 え を知 りたい んですが」。筆 者 は筆者 な りに登 場 人物 の子供 の性 別が どち らであ るかの

答 え を持 ってい る、 と話 したので、 それ を訊 きに来 たの だ。 その 「解 答」 を解説 す る と

「逆 だ と思 ったのですが、納得 しま した」 と満足 げ に帰 ってい った。その学生 の真剣 な眼

差 しが非常 に印象深 く感 じられ た。

2008年12月 半 ばに、筆者 が年 度初 めに提 起 した内容 を再度 ア ンケー トとして提起 した。

但 し、それ は嘗 ての単 問では な く、次の よ うな複 数の問い掛 けを付 随 させての もので あっ

た。

1)中 国 に対す る今現在 の イメー ジは?【 恨喜歓(と て も好 き)/喜 歓(好 き)/不 太喜

歓(あ ま り好 きでは ない)/不 喜歓(好 きではない)】

2)現 在の 日本に対 す るイメー ジは?【 恨喜歓/喜 歓/不 太喜歓/不 喜 歓】

3)上 記 をふ まえ、 自分 自身は大学生活で何 を したいか?

1)と2)は 、中国語 で選択 す る形式 を採 り、そ の理 由 を日本 語で 自由に書い て貰 っ

た。中国 に対す る イメー ジは、恨喜歓が2票 、喜 歓が13票 、不太喜 歓が38票 、不喜歓が

6票 。授 業 を受 けてイメージはだいぶ ん変 わったけれ どや は り未解 決問題があ るか ら、な

どの答 えに、 中国に附与 された負の側面の根深 さを見 る思いがす る。そ して 日本 に対す る

イメージ も、根喜歓 が2票 、喜歓 が18票 、不 太喜歓 が28票 、不喜 歓が7票 、"?"が1

票。「日本人が 自国に対 し無 関心。 この先や っていけ るのか不安 でな らない」「現政権 は何

を したいんだ?」 と手厳 しい。

3)に 対 して は 「社 会的常 識 を身 につ け たい」「社 会勉 強 も含 めバ イ トを してみ たい」

「人 との関 わ り方を学 びたい」 な ど社会性へ の アプローチ を試 みる意見や、「固定観念 を捨

てて 自分 自身を磨 きたい」「中国だ けで な く日本の こと も学 びたい」「様 々な ものの 見方が

で きる ようにな りたい」 な ど、視 野 を広 げた い と考 える意見、「世 界的不況 の中で手 に職

をつ けたい」 「目指す職 に就 きたいのでその仕事 に益す る勉 強 を したい」「MadeinChina

ばか りの 日本 にMadeinJapanの もの を増 や したい」、 と実益や専 門家へ の道 を 目指す心

中国をヴィヴィッドに感じるために 肇27
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強い意 見が 見 られた。 また、 ア イデ ンテ ィテ ィの確 立 を望 む意 見のなか にこの ような もの

が あった。「自分 は真実 を知 りたい。 今の ま までは疑い ばか りで何 も信 じられ ない。 日中

両 国の真実 を知 り、 どうい う状況 なのか を知 りたい。 自分 に と り何が正 しいのかを見極 め

たい」。 このア ンケー トは無記 名で行 なったので分 か らないのだが、そ の真 面 目さは 《山

水情 》に登場す る子供 の性 別の 「解答」 を尋ね て きた学 生の、真剣 な眼差 しと被 って見え

る。果た して 「真実」 とは何 か となると筆者 に も回答が浮か ばないが 、 この真摯 さが学 生

諸君 に新 しい想像 と創造 をもた らさんこ とを切 に望 む。

以上、語学教育 とはややかけ離れ た授業実践 の記 録 となったが 、 この ように若 き学生た

ちの 意見 を聞 き、 また筆者 の意 見 も交 わ しなが ら開示 して ゆ く行 為は、学 ぶ者 たちの開

かれ たモテ ィベ ー シ ョンを高め る契機 となるのでは ないか、その フ ックと しての 「映像」

は、彼 らの 目を見開かせ る強力 な 「教材 」た りうる、 と筆者 は考 えたい。附記すれ ば、上

記 のア ンケー ト三問 の欄外 には、この ような記 述が 見受 け られた。「先生が時折 見せ て く

れ る資料 は とて もお もしろい」「こうい うア ンケー トは実 に面 白いか ら、是 非や ってほ し

い」 「この授業 で最後 にや る"中 国"の 話 はす ご くためになる」「中国の豆知識 を知 りたい

(～ した ら喧嘩 になる とか)」。既 にモテ ィベ ー シ ョンの萌芽が 、 ここに見えは しないだろ

うか。
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